
を
恐
れ
ず
、
次
郎
長
は
「
死
ね
ば
仏
」
と
港
に
浮
遊
す
る

戦
死
者
の
遺
体
を
丁
重
に
葬
っ
た
。

成
臨
丸
は
北
海
道
に
新
天
地
を
求
め
、
函
館
を
目
指
し

た
榎
本
艦
隊
の
一
隻
で
あ
る
。

戊
辰
戦
争
の
最
中
、
明
治
元
年
八
月
十
八
日
、
徳
川
旧

幕
府
海
軍
副
総
裁
榎
本
武
揚
指
揮
の
も
と
に
開
陽
丸
、
回

天
丸
、
成
臨
丸
、
幡
竜
丸
、
千
代
田
な
ど
八
艦
は
品
川
を

出
帆
、
途
中
房
総
沖
で
台
風
に
遭
い
各
艦
離
散
、
な
か
で

も
老
朽
の
戒
臨
丸
は
メ
イ
ン
マ
ス
ト
を
切
倒
し
、
辛
う
じ

て
沈
没
を
ま
ぬ
が
れ
て
漂
流
、
清
水
港
に
よ
う
や
く
入
っ

て
修
理
中
を
官
軍
に
発
見
さ
れ
て
攻
撃
を
受
け
た
の
で
あ

る
。

賊
軍
と
呼
ば
れ
た
自
分
の
部
下
た
ち
を
、
各
め
を
恐
れ

ず
手
厚
く
葬
っ
た
次
郎
長
の
義
挙
は
、
榎
本
ば
か
り
で
な

く
、
山
岡
鉄
舟
ら
多
く
の
幕
臣
た
ち
の
心
を
動
か
し
た
。

次
郎
長
が
明
治
二
十
六
年
六
月
十
二
日
、
七
十
四
歳
で

亡
く
な
っ
た
時
、
す
で
に
鉄
舟
は
こ
の
世
に
な
か
っ
た
。

次
郎
長
を
看
取
っ
た
お
ち
よ
う
（
三
代
目
）
は
、
納
骨
に

際
し
て
墓
碑
銘
の
揮
至
は
、
榎
本
武
揚
に
と
迷
う
こ
と
な

く
心
に
決
め
て
い
た
。

明
治
二
十
七
年
一
月
、
榎
本
武
揚
は
農
商
務
大
臣
に
就

任
。
お
ち
よ
う
は
上
京
し
て
大
臣
官
邸
に
榎
本
を
訪
ね
た
。

そ
の
時
の
や
り
と
り
は
後
の
回
想
談
（
次
郎
長
十
七
回
忌

の
明
治
四
十
二
年
、
「
報
知
新
聞
・
静
岡
版
」
に
連
載
さ

さ
主
う
か
く
ど
け

れ
た
『
侠
客
寡
婦
物
語
』
）
に
詳
し
い
。

お
ち
よ
う
が
取
次
の
書
生
に
、
「
清
水
か
ら
長
五
郎
の

ば
ぱ婆

が
参
っ
た
と
取
次
い
で
下
さ
い
な
」
と
一
一
一
一
口
う
と
、
「
そ

り
ゃ
珍
し
い
人
が
来
た
」
と
か
で
、
入
れ
代
わ
り
立
ち
代

わ
り
の
客
が
ま
だ
二
三
人
待
っ
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、
ニ

コ
ニ
コ
と
会
っ
て
く
れ
、
「
は
る
ば
る
よ
く
来
て
く
れ
た
。

侠
客
次
郎
長
之
墓
・
武
揚
（
害
）
梅
蔭
寺

－１－

騨唖

今
年
は
榎
本
武
揚
が
亡
く
な
っ
て
一
○
○
年
の
年
で
あ
る
。

武
揚
は
明
治
四
十
一
年
（
一
九
○
八
）
十
月
二
十
七
日
、

七
十
三
歳
で
没
。
海
軍
葬
を
以
て
東
京
駒
込
吉
祥
寺
に
葬

ら
れ
た
。

梅
蔭
寺
に
あ
る
次
郎
長
墓
の
墓
碑
銘
「
侠
客
次
郎
長
之

墓
」
は
、
榎
本
武
揚
の
揮
塁
に
よ
る
も
の
だ
。
め
っ
た
に

次
郎
長
の
墓
碑
名
害
い
た

榎
本
武
揚
没
後
一
○
○
年

「
書
く
も
の
じ
ゃ
降
参
だ
。
お
れ
は
実
に
手
が
悪
い
か
ら
な
」
と
言
っ
た
榎
本
武
揚
。
そ
の
榎
本

に
「
侠
客
次
郎
長
之
墓
」
と
揮
墓
の
筆
を
と
ら
せ
た
の
は
お
ち
よ
う
さ
ん
の
涙
だ
っ
た
。

筆
を
と
ら
な
い
榎
本
が
揮
革
に
応
じ
た
の
は
、
彼
が
次
郎

長
に
大
き
な
恩
義
を
感
じ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

あ
の
成
臨
丸
事
件
。
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
九
月
十

八
日
、
清
水
港
に
碇
泊
中
の
成
臨
丸
は
新
政
府
軍
に
攻
撃

さ
れ
、
乗
組
ん
で
い
た
徳
川
軍
の
春
山
弁
蔵
ら
七
名
が
戦

死
、
「
賊
軍
に
加
担
す
る
も
の
は
断
罪
に
処
す
」
の
お
触
れ

戸

戸
Ｌ
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や
せ
が
ま
ん

「
痩
我
慢
の
説
」
と
碑
文
の
読
み
威
臨
丸
殉
難
者
慰
霊
碑

－２－

何
か
わ
し
に
用
で
も
」
と
気
軽
に
申
さ
れ
ま
し
た
か
ら
、

「
実
は
御
前
に
お
願
い
が
あ
っ
て
」
と
一
筆
書
い
て
頂
き

た
い
こ
と
を
述
べ
ま
す
と
、
榎
本
さ
ん
は
み
な
迄
聞
か
な

い
う
ち
に
手
を
横
に
振
り
、
「
書
く
も
ん
じ
ゃ
降
参
だ
。

実
に
手
が
悪
い
か
ら
な
」
と
折
角
だ
が
こ
れ
だ
け
は
、
と

断
わ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
お
ち
よ
う
は
重
ね
て
「
長
五
郎

の
一
周
忌
に
石
碑
を
建
て
る
ん
で
す
か
ら
」
と
涙
と
共
に

申
し
述
べ
る
と
、
榎
本
の
様
子
が
急
に
変
っ
た
。

「
ウ
ム
、
そ
う
か
。
そ
ん
な
ら
書
く
と
も
、
喜
ん
で
書
く
。

頼
ま
れ
な
く
と
も
書
い
て
や
り
た
い
く
ら
い
じ
ゃ
。
と
い

榎
本
武
揚
の
手
跡
に
よ
る
碑
は
、
当
地
に
は
も
う
一
つ

あ
る
。
興
津
清
見
寺
の
威
臨
丸
殉
難
者
慰
霊
碑
と
し
て
知

ら
れ
る
石
碑
だ
。
明
治
二
十
年
、
旧
幕
臣
た
ち
に
よ
っ
て

建
て
ら
れ
た
そ
の
碑
は
表
面
は
本
堂
の
側
を
向
き
、
山
門

か
ら
入
っ
た
人
に
は
裏
面
が
す
ぐ
目
に
入
る
。

高
さ
三
メ
ー
ト
ル
は
あ
る
大
き
な
碑
面
い
つ
ぱ
い
に
彫

ら
れ
て
い
る
の
は
、
「
食
人
之
食
者
死
人
之
事
」
と
い
う
九

文
字
に
続
き
、
揮
阜
し
た
榎
本
武
揚
の
名
で
あ
る
。

史
記
准
陰
候
列
伝
か
ら
引
用
し
た
九
文
字
は
、
「
人
の

は

食
を
食
む
者
は
、
人
の
事
に
死
す
」
と
読
む
。
「
徳
川
氏
」

の
食
を
食
む
者
は
、
徳
川
氏
の
た
め
に
死
す
」
の
意
で
あ

る
。

こ
の
碑
が
広
く
世
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

や
せ
が
ま
ん

福
沢
諭
士
ロ
に
よ
る
「
痩
我
慢
の
説
」
か
ら
で
あ
る
。

明
治
二
十
三
年
、
福
沢
は
家
族
と
と
も
に
東
海
地
方
に

遊
び
清
見
寺
を
訪
ね
、
境
内
に
建
て
ら
れ
た
こ
の
碑
を
見

た
。

諸
氏
記
念
碑
落
成
報
告
」
と
題
さ
れ
た
史
料
が
あ
る
。
奥

付
に
は
「
明
治
二
十
年
七
月
」
に
並
ん
で
発
起
人
総
代
と

し
て
「
渡
辺
析
三
・
小
林
一
知
」
の
氏
名
と
朱
印
が
押
さ

れ
て
い
る
。
氏
名
の
一
人
小
林
一
知
は
、
明
治
元
年
清
水

港
で
官
軍
の
攻
撃
を
受
け
た
威
臨
丸
の
艦
長
で
あ
る
。
こ

の
報
告
書
に
は
、
明
治
二
十
年
四
月
十
七
日
、
興
津
清
見

寺
で
除
幕
さ
れ
た
慰
霊
碑
の
計
画
か
ら
完
成
に
至
る
詳
細

な
経
緯
が
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
巻
末
の
付
図
に
は
、

碑
の
表
側
の
銘
文
と
、
裏
面
の
榎
本
武
揚
が
揮
皇
し
た
碑

文
の
縮
図
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
（
次
頁
参
照
）

報
告
書
に
書
か
れ
て
い
る
主
な
こ
と
を
左
に
記
す
。

○
建
碑
の
計
画
は
明
治
十
七
年
、
成
臨
丸
事
件
か
ら
十
七

年
の
年
忌
に
当
る
年
の
四
月
、
募
金
が
始
め
ら
れ
た
。

そ
の
年
の
九
月
に
碑
を
た
て
、
慰
霊
祭
を
行
う
予
定
で

あ
っ
た
が
実
現
さ
れ
ず
、
三
年
の
年
月
が
流
れ
た
。

○
碑
は
初
め
、
壮
士
之
墓
に
隣
接
し
て
建
て
ら
れ
る
予
定

で
あ
っ
た
が
、
当
時
清
水
港
は
横
浜
と
結
ぶ
茶
輸
出
の

中
継
港
と
し
て
目
ざ
ま
し
い
発
展
を
と
げ
つ
つ
あ
り
、

早
晩
市
街
の
景
況
一
変
す
る
の
で
は
な
い
か
と
の
こ
と

か
ら
、
別
の
場
所
を
探
す
こ
と
に
な
り
、
明
治
十
八
年

三
月
、
興
津
清
見
寺
浄
見
蓉
嶺
住
職
の
許
可
を
得
て
同

寺
境
内
に
建
碑
と
決
定
し
た
。

○
蒙
額
は
大
鳥
圭
介
（
元
老
院
議
官
）
、
碑
文
は
永
井
尚
志

（
号
介
堂
、
元
老
院
議
官
）
に
そ
れ
ぞ
れ
依
頼
。

○
題
額
は
初
め
榎
本
武
揚
を
予
定
し
て
い
た
が
、
当
時
清

国
全
権
大
使
と
し
て
出
張
中
だ
っ
た
た
め
諦
め
て
い
た
。

石
碑
は
明
治
十
九
年
十
月
、
碑
文
の
錨
刻
を
完
了
し
て

い
た
が
、
ち
ょ
う
ど
帰
国
し
た
榎
本
に
揮
阜
を
乞
う
た

と
こ
ろ
快
諾
、
「
食
人
之
食
者
死
人
之
事
」
と
大
書
、
祭

典
に
間
に
合
う
よ
う
裏
面
に
彫
ら
れ
た
。

「
榎
本
氏
は
か
つ
て
徳
川
家
の
食
を
食
む
者
に
し
て
、

不
幸
に
し
て
自
分
は
徳
川
の
事
に
死
す
る
の
機
会
を
失
う

た
れ
ど
も
、
他
人
の
之
に
死
す
る
も
の
あ
る
を
見
れ
ば
、

懐
慨
凋
恨
、
自
か
ら
禁
ず
る
能
は
ず
、
欽
慕
の
余
り
、
遂

に
右
の
文
字
を
石
に
刻
し
た
る
こ
と
な
ら
ん
。
」

福
沢
は
こ
の
よ
う
に
考
え
、
明
治
政
府
に
仕
え
高
官
と

な
っ
た
勝
海
舟
と
榎
本
武
揚
を
批
判
し
、
二
人
に
質
問
状

を
発
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
勝
は
、
「
行
蔵
は
我
に
存
す
、
殴
誉
は
他

あ
ず
か

人
の
主
張
、
我
に
与
ら
ず
我
に
関
せ
ず
と
存
じ
候
」
と
、

榎
本
は
「
昨
今
別
し
て
多
忙
に
つ
き
、
い
ず
れ
そ
の
う
ち

愚
見
申
し
述
ぶ
べ
く
候
」
と
そ
れ
ぞ
れ
返
事
を
出
し
た
。

こ
れ
が
明
治
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
湧
か
せ
た
「
痩
我
慢

の
説
」
で
あ
る
。

先
に
記
し
た
よ
う
に
、
清
見
寺
に
こ
の
石
碑
が
建
て
ら

れ
た
の
は
、
明
治
二
十
年
で
あ
る
。
編
集
子
の
手
も
と
に

一
冊
の
薄
い
和
紙
で
綴
じ
ら
れ
、
表
紙
に
「
威
臨
艦
殉
難

う
の
も
、
長
五
郎
に
は
多
く
の
友
達
が
大
変
世
話
に
な
っ

た
義
理
も
あ
る
か
ら
な
。
」

こ
う
言
っ
て
引
受
け
、
墓
碑
に
書
く
文
字
も
、
ず
ば
り

「
侠
客
次
郎
長
之
墓
」
と
き
ま
っ
た
。
榎
本
は
さ
ら
に
言

う
。
「
俺
は
大
変
手
が
悪
い
。
こ
れ
か
ら
三
十
日
ぐ
ら
い

手
習
い
の
間
が
ほ
し
い
。
手
は
悪
く
て
も
、
親
分
の
た
め

に
き
っ
と
書
い
て
送
っ
て
や
る
か
ら
安
心
せ
い
・
」

次
郎
長
没
後
百
十
五
年
、
平
成
二
十
年
の
今
も
香
華
の

い
と
ま

絶
え
る
暇
の
な
い
次
郎
長
墓
の
碑
銘
は
、
こ
う
し
て
出
来

上
っ
た
の
で
あ
る
。
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十
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、
義
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康
命
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）
、
除
幕
・
法

要
の
祭
典
に
は
、
旧
幕
臣
ら
約
百
名
が
参
列
、
ほ
か
に

地
謎
町
民
ら
数
千
人
を
加
え
て
清
見
寺
境
内
は
立
錐
の

余
地
が
な
い
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

○
焼
香
軒
は
、
小
林
一
知
〈
成
臨
丸
艦
長
）
春
山
知
安
（
成

臨
丸
副
長
故
春
山
排
蔵
長
男
）
津
太
郎
左
衛
門
、
荒
汁

郁
之
肋
、
肥
Ⅲ
浜
五
郎
、
永
峰
弥
吉
ら
Ⅷ
幕
原
に
混

じ
っ
て
、
次
郎
長
こ
と
山
本
催
五
郎
の
名
が
見
え
る
ｃ
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叶
蜘
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呼
民
蓉
会
血
で
心
凸
久

吸
４
に
＆
■
４
り
ふ
喝
予
且
凡
塊
己
畠
食
叫
侃
靴
烏
賊
唯
亀
二
Ｍ
ｋ

と
ん
姉
戟
手
孟
払
手
祁
喝
久
⑪
屯
下
に
阜
刈
ｈ
碑
町
晶
壷
“
丑
云
い

毎
毎
偉
み
吟
ｑ
埋
些
風
土
Ａ
６
ｆ
岸
肌
Ｅ
冬
宥
、
ｎ
ｉ
Ｅ
へ
。
金

守
画
虻
く
阜
其
４
⑯
乱
里
芥
必
Ⅸ
■
両
坐
瓜
低
Ａ
ｑ
＆
名
曲
“
上
上

岬
此
剣
堤
竃
ｆ
ｆ
十
斗
七
久
極
瓜
具
町
砧
尺
も
貼
剥
寸
之
Ｐ
Ｌ
上
虹

仙
創
５
１
小
曲
迅
也
帖
柊
屯
呼
鈴
４
乱
々
即
日
雁
漬
脚
求
創
閃
茄
的

祇
坐
鯉
叫
多
仰
山

と
八
発
４
他
品
Ｓ
Ｆ
寺
捗
基
守
ぺ
こ

４
屯
口
さ
守
隠
痢
ご
凪
込
４
丸

同
土
争
へ
Ｌ
‐
異
尻
沌
角
隈
里
寸
虻
青
宙
に
ｈ
ｈ
芋
‐
Ｋ
ｑ

ｆ
３
上
と
む
舟
《
帖
冬
．
３
や
巷
釦
４
６

岨
山
剛
糾
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食
人
〆
一
夜
煮
死

人
之
享
督
蕊
鴬
響

帯iM枇骨

○
清
見
寺
で
の
式
典
が
終
わ
り
、
午
後
竜
時
頃
、
発
起
人

有
志
た
ち
は
人
力
車
に
乗
り
下
満
水
村
の
梅
蔭
寺
に
移

動
し
て
法
事
を
行
っ
た
。
隠
居
の
宏
川
和
尚
が
健
在
、

成
臨
丸
事
件
当
時
、
和
尚
は
死
屍
埋
葬
読
経
を
行
っ
て

次
郎
長
を
助
け
た
人
で
あ
る
。

○
一
Ｌ
の
梅
蔭
寺
で
の
法
要
に
は
、
盲
人
と
な
っ
た
更
濃
輪

町
の
小
林
久
右
術
門
が
子
ど
も
た
ち
に
手
を
引
か
れ
て

参
列
し
た
。
卜
七
年
前
、
久
右
術
門
は
港
に
碇
泊
中
の

船
舶
に
物
品
販
売
す
る
商
い
を
業
と
し
、
成
臨
九
が
官

郡
か
ら
砲
撃
を
受
け
た
時
、
ち
農
う
ど
艦
内
に
居
合
わ

せ
て
い
た
。
彼
は
一
部
始
終
を
記
憶
し
た
通
り
、
梅
蔭

寺
で
参
列
者
た
ち
に
語
っ
た
。
思
わ
ぬ
戒
臨
丸
事
件
Ⅱ

蝶
談
は
、
人
び
と
の
涙
を
さ
そ
っ
た
霊

○
建
碑
に
併
行
し
て
、
向
島
の
壮
ｔ
之
墓
の
周
囲
に
花
麺

が
設
酒
さ
れ
た
釜
巻
末
の
付
図
に
よ
れ
ば
、
玉
迩
の
石

柵
に
は
一
盤
友
建
之
…
の
文
字
が
刻
ま
れ
た
。
後
に
次

郎
長
が
子
分
の
・
人
に
、
へ
親
分
、
こ
れ
は
何
と
読
む
ん

卦
毎
句
剛
も
聯

た

だ
い
と
聞
か
れ
「
旧
友
こ
れ
を
建
つ
、
と
読
む
ん
だ
》

と
答
え
た
と
の
逸
話
が
残
れ
さ
て
い
る
。
昭
和
四
十
年

威
臨
丸
殉
難
諸
氏
慰
霊
碑
落
成
報
告

乗
瞳
獄
劾

…。F・ご一一一
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代
改
修
の
際
、
こ
の
貴
重
な
文
化
財
と
も
い
え
る
玉
埋

は
取
り
致
さ
れ
、
痕
跡
す
ら
残
さ
れ
て
い
な
い
。

碑
文
の
読
Ｆ
し

平
成
Ｌ
’
七
年
や
月
、
東
京
霊
越
劇
場
で
加
藤
剛
主
演
の

雫
次
郎
長
が
行
く
》
の
上
演
が
あ
り
、
幕
あ
け
前
の
．
‐
（

年
十
Ｊ
に
、
次
郎
長
役
加
藤
剛
、
愚
庵
役
願
望
別
郎
さ
ん

親
子
が
墓
参
の
た
め
清
水
を
訪
れ
た
。
同
行
将
は
成
城
大

学
で
噸
さ
ん
の
ゼ
ミ
の
教
授
官
崎
修
多
先
生
。
晶
人
は
清

見
寺
を
訪
ね
る
。
成
臨
丸
慰
雅
碑
の
前
に
立
つ
と
、
宮
姉

先
生
は
突
然
、
「
精
一
政
維
新
の
歳
秋
八
月
．
：
」
と
碑
文
を
読

み
始
め
た
。
居
合
わ
せ
た
編
集
者
は
、
必
妃
に
な
っ
て
メ

モ
を
取
る
。
メ
モ
を
も
と
に
清
水
郷
土
史
研
究
会
の
会
報

一
清
郷
研
』
に
「
成
臨
丸
殉
難
者
碑
文
を
読
む
」
を
発
表

し
た
拳
誤
植
を
修
旺
し
、
こ
れ
を
以
下
に
軍
録
す
る
雀ひ

尋
か

恵
一
政
維
新
の
歳
秋
八
郡
ん
、
徳
川
旗
ド
ノ
諸
全
醒
隊
卒
、
私
二

誓
ウ
所
ア
リ
、
附
陽
・
川
天
・
成
臨
・
幡
龍
・
千
代
Ｈ
・

長
鯨
・
美
加
保
・
神
速
ノ
諸
艦
一
一
駕
シ
、
同
ジ
ク
品
川
ヲ

発
シ
、
北
ノ
ヵ
タ
仙
台
に
赴
ク
。
房
総
海
二
到
リ
ニ
ワ
カ

錫

一
一
鯉
風
二
遇
イ
、
各
艦
離
散
シ
相
失
ウ
。
戒
臨
継
ソ
ノ
火

よ
い
か

柵
ヲ
減
り
、
ワ
ズ
カ
ニ
捜
没
を
免
ル
。
更
二
進
路
ヲ
案
ジ
、

再
ど
図
リ
テ
北
馳
ス
ル
ニ
暴
風
マ
タ
起
り
南
洋
一
一
漂
溺
ス
。

艦
体
設
描
シ
遠
航
ス
ル
能
ワ
ズ
、
遂
二
駿
河
清
水
港
圭
一
人

腫
候

ル
。
桁
ヲ
卸
シ
綱
ヲ
解
キ
、
略
修
理
ヲ
加
エ
ン
。
、
欲
ス
均

与
Ｊ
品
冒

而
シ
テ
北
ノ
宵
諜
シ
テ
之
ヲ
知
り
、
富
士
山
・
武
蔵
・
飛

再
か
わ

龍
ノ
雫
一
艦
ヲ
過
シ
テ
来
撃
ス
鯵
発
砲
従
ダ
急
ナ
リ
、
飛
龍

艦
ノ
兵
奴
銃
ヲ
執
り
超
ニ
テ
艦
巾
二
入
り
、
総
ノ
副
長
春

山
排
職
、
士
官
長
谷
川
得
蔵
、
准
士
官
長
谷
川
清
岡
郎
、

春
Ⅲ
鋤
平
、
加
藤
術
次
郎
、
今
井
幾
之
肋
、
及
ピ
水
兵
若



ち
ょ
う
ど
相
前
後
し
て
講
談
の
馬
琴
師
匠
か
ら
電

話
が
あ
り
、
六
月
某
日
飯
能
で
公
演
が
あ
る
と
の
こ
と
、

次
郎
長
関
連
の
高
萩
蔦
次
郎
や
情
五
郎
に
つ
い
て
お

尋
ね
が
あ
っ
た
。
私
は
偶
然
の
不
思
議
に
内
心
驚
き

な
が
ら
、
情
五
郎
の
こ
と
、
双
柳
の
読
み
は
「
な
み
や

な
ぎ
」
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
渡
世
人
時
代
の
次
郎
長
は
い
高
萩
の
蔦

次
郎
を
頼
り
と
し
て
い
た
。
「
東
海
遊
侠
伝
」
の
中
で

も
二
度
重
要
な
場
面
で
子
分
を
連
れ
葛
次
郎
の
家
に

厄
介
に
な
っ
た
。
一
度
は
庵
原
川
の
仲
裁
の
後
、
小
田

原
の
佐
太
郎
の
所
で
衣
服
を
失
い
、
一
行
四
人
が
裸
道

中
で
葛
次
郎
の
家
に
こ
ろ
が
り
込
む
。
こ
の
時
登
場

す
る
の
が
情
五
郎
だ
。

も
う
一
度
は
、
乙
川
畷
で
久
六
を
討
っ
た
後
、
大
政
、

石
松
な
ど
子
分
た
ち
六
人
を
引
連
れ
、
葛
次
郎
を
頼
る
。

葛
次
郎
を
こ
れ
だ
け
頼
っ
た
の
は
、
そ
の
女
房
が
駿

河
出
身
の
人
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
次
郎

長
と
お
ち
よ
う
の
顔
写
真
は
同
じ
も
の
が
、
お
ち
よ
う

の
子
孫
入
谷
家
、
蔦
次
郎
の
子
孫
清
水
家
、
情
五
郎
の

子
孫
都
築
家
に
そ
れ
ぞ
れ
残
さ
れ
て
い
る
。

す
す
め
い
お
と
し

コ
レ
義
人
、
コ
レ
頑
民
、
奨
テ
守
節
ト
日
イ
、
艇
メ
テ
ー

は
い
ぎ
よ
う
い

吠
尭
ト
日
ウ

之
ヲ
要
ス
ル
ニ
壮
士
、
以
テ
世
風
ノ
日
二
焼
ナ
ル
コ
ー

ト
ヲ
興
ス
ベ
シ

て
ん
が
く
一

明
治
十
九
年
三
月
元
老
院
議
官
従
四
位
大
鳥
圭
介
蒙
額
一

墨
水
逸
士
七
十
一
翁
永
井
介
堂
撰
書
一

鯛
猛
麟
錨
一

（
読
み
下
し
は
、
平
成
十
六
年
十
月
、
清
見
寺
境
内
に
て
、
一

宮
崎
修
多
成
城
大
学
教
授
の
口
述
に
よ
る
）

干
格
闘
シ
テ
之
二
死
ス
、
実
二
九
月
十
有
八
日
ナ
リ
。
官

ひ

艦
ハ
威
臨
ヲ
曳
キ
以
テ
去
ル
。
而
ル
ー
死
屍
海
二
浮
カ
ブ

お
き

コ
ト
累
日
、
人
ノ
敢
エ
テ
之
ヲ
欽
ム
ル
者
ナ
シ
、
土
人
山

も
と

本
長
五
郎
ハ
侠
士
ナ
リ
。
夜
港
中
二
索
メ
テ
七
屍
ヲ
得
、

の

う
ず

ヒ
ソ
カ
ニ
裁
セ
テ
向
嶋
二
至
り
、
古
松
樹
ノ
下
二
埋
メ
、

い
こ

石
ヲ
建
テ
之
ヲ
表
ス
ル
ニ
題
シ
テ
壮
士
ノ
墓
ト
日
ウ
。
今

と
し

つ
ぶ
毎

弦
旧
友
相
謀
リ
テ
碑
ヲ
清
見
寺
内
二
建
テ
、
具
ニ
ソ
ノ
顛

つ
づ
け

末
ヲ
記
シ
以
テ
不
朽
二
伝
ウ
。
之
ヲ
系
ル
ー
銘
ヲ
以
テ
ス
。

い
わ

ソ
ノ
辞
二
日
ク

三
月
の
あ
る
日
、
梅
蔭
寺
に
若
い
夫
婦
連
の
墓
詣
り

客
が
訪
れ
た
。
生
憎
編
集
子
は
不
在
だ
っ
た
が
、
後
か

ら
聞
い
た
話
に
よ
る
と
、
次
郎
長
の
客
分
「
情
五
郎
」
の

御
子
孫
と
の
こ
と
で
あ
る
。

情
五
郎
は
次
郎
長
の
先
輩
高
萩
蔦
次
郎
の
身
内
で

あ
る
が
、
次
郎
長
の
家
に
逗
留
中
、
明
治
四
年
一
月
十

一
日
他
界
し
た
。
立
派
な
葬
儀
が
梅
蔭
寺
で
行
わ
れ
、

墓
も
建
て
ら
れ
た
。
今
、
次
郎
長
の
墓
に
隣
接
し
、
大

政
、
小
政
、
仙
右
衛
門
の
墓
の
傍
に
「
乾
翌
清
元
上
座
」

と
刻
さ
れ
た
情
五
郎
の
墓
が
ひ
っ
そ
り
と
建
っ
て
い

る
。
過
去
帳
に
は
「
俗
名
情
五
郎
行
年
六
十
一
歳

上
町
次
郎
長
客
」
と
あ
る
。

そ
の
御
子
孫
の
墓
参
と
聞
き
、
編
集
子
は
早
速
、
問

い
合
わ
せ
た
。
情
五
郎
の
故
郷
埼
玉
県
飯
能
市
双
柳

に
情
五
郎
の
菩
提
寺
秀
常
寺
が
あ
り
、
門
前
に
情
五
郎

の
子
孫
都
築
信
太
郎
さ
ん
が
住
ん
で
い
る
。
そ
の
こ

と
は
三
十
年
ほ
ど
前
に
出
版
さ
れ
た
「
増
田
友
哉
著
・

清
水
次
郎
長
と
そ
の
周
辺
」
に
記
さ
れ
て
い
る
。

清
五
郎
ご
子
孫
の
墓
詣
で

秋
の
次
郎
長
ツ
ア
ー
は
京
都

愚
庵
を
訪
ね
て
嵯
峨
鹿
王
院
へ

験
の
父
母
妹
を
尋
ね
て
放
浪
遍
歴
し
た
天
田
愚
庵

は
、
そ
の
晩
年
は
仏
門
に
入
り
、
京
都
で
骨
を
埋
め

ま
し
た
。
嵐
山
に
近
い
鹿
王
院
に
は
、
天
竜
寺
に
納

め
ら
れ
て
い
た
愚
庵
の
遺
骨
お
よ
び
、
父
母
妹
の
法

名
と
、
辞
世
「
大
和
田
の
島
も
あ
ら
な
く
に
梶
緒
絶

え
、
漂
ふ
舟
の
行
方
知
ら
ず
も
」
が
刻
ま
れ
収
め
ら

れ
た
墓
石
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
墓
参
と
、

き
よ
み
ず

愚
庵
が
京
都
で
過
ご
し
た
清
水
一
二
年
坂
の
庵
跡
を
訪

ね
ま
す
。

日
時
十
一
月
二
十
六
日
（
水
）
泊

参
加
費
三
万
円
（
予
定
）

日
程
十
一
月
二
十
六
日
朝
バ
ス
出
発

京
都
妙
心
寺
花
園
会
館
泊
、
二
十
七
日
帰
着

●
お
問
い
合
わ
せ

観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
清
水
支
部
内
、
次
郎

長
翁
を
知
る
会
事
務
局
へ

Ｔ
Ｅ
Ｌ
○
五
四
’
一
一
一
五
一
一
’
七
三
三
一

圃
園
園
回
固

●
前
号
の
「
次
郎
長
フ
ォ
ー
ラ
ム
特
集
号
」
に
続
き
会
報

一
一
十
三
号
を
お
届
し
ま
す
。
今
年
は
次
郎
長
の
墓
碑
銘

を
揮
皇
し
た
榎
本
武
揚
が
亡
く
な
っ
て
（
明
治
四
十
一

年
）
ち
ょ
う
ど
一
○
○
年
に
な
る
特
集
で
す
。

●
五
月
十
一
日
、
次
郎
長
道
中
保
存
会
（
会
長
吉
井
靖
）

に
よ
る
次
郎
長
フ
ェ
ス
タ
が
次
郎
長
通
り
で
復
活
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
に
見
る
二
十
八
人
衆
の
次
郎

長
道
中
。
や
っ
ぱ
り
こ
れ
が
な
く
て
は
。

－４－


